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・ワークショップ等による市民意見と「ありたいまち」の関連
“未来”から“今”を考えるワークショップ
「できる、やりたい、”やってほしい”」

サマセミでの講座
「2040年のありたいまち」

庁内研修
「2040年のありたいまち」

商工会議所まちづくり委員会でのワークショップ
「2040年のありたいまち」

あまらぶジュニア
「私たちの尼崎、○○だったらいいな」

県立尼崎高校での出前講座
「2030年の尼の民に聞きたいこと」

108人 22人 16人（職員） 13人（事業者） 23人（高校生） 14人（高校生）

人
が
育
ち
、

互
い
に
支
え
合
う
ま
ち

・子育て世代に対する支援をしてほしい
・子どもから高齢者まで自由に集う場所を作ってほ
しい
・子どもと一緒に参加できるイベントを増やしてほ
しい
・子育て世代の声をきいてほしい
・外国人が住みやすいまちづくりをしてほしい
・住民と直接話を続ける取組を推進してほしい
・市民のボランティア人材育成をしてほしい
・障がいがある人向けの災害対応を検討してほしい
・参加ハードルの低い防災訓練をしてほしい

・学生と地域とのつながりが強いまち
・みんなで助け合うまち
・近所での助け合いができるまち
・おせっかいな市民が多いまち
・多文化共生社会が実現できるまち
・多様性のあるまち
・子どもが質の高い教育を受け、成⾧するまち
・もっと共に話し合い、汗をかくまち

・家族や地域で人を支えるまち（介護など）
・全員が主体的にまちづくりに参画するまち
・お互いが他人を思いやり、助け合い、人と心がつ
ながるまち
・市民と協働して支えあうまち
・様々な国の人が働きやすいまち
・多文化共生が実現できるまち
・つながり合い顔が見える元気なまち
・教育水準が高くﾌｧﾐﾘｰ世帯に選ばれるまち
・地域活動が活発で人と人とのつながりが強いまち

・若者の多いまち
・多文化共生社会が実現できるまち
・教育環境の変化への対応できるまち
・コミュニケーション豊かなまち

・良い人が多い（譲りあいの精神）
・市の魅力を効果的に伝える
・人との関わりが多い/助け合う
・地域との関わりがもっと多い
・意見交換が盛んなまち
・海外との関わりが多いまち
・ルールを当たり前に守れるまち
・ボランティア活動が多いまち
・市民活動が盛んなまち
・個性を活かせるまち

・教育環境は良くなっているか

健
康
、

安
全
安
心
を

実
感
で
き
る
ま
ち

・スポーツ施設・公園を増やしてほしい
・介護人材が不足するので経済的支援をしてほしい
・犯罪が少なくなってほしい
・安心して子どもを産める環境をつくってほしい
・歩きタバコ、歩きスマホをなくしてほしい
・違法駐輪をなくしてほしい

・高齢者が活躍するまち
・防災意識の高いまち
・高齢者も障害者も楽しく暮らせるまち

・地域全体で高齢者と子どもを見守るまち（子ども
が安心して暮らせるよう地域で協力するまち）
・安全で快適に過ごせるまち
・みんなで助け合って安全を実感できるまち
・様々な形で高齢者を支えられるまち

・高齢者が元気なまち
・明るく、景気の良い、心も体も健康な人が多いま
ち

・マナーの向上（静かなまち）
・美しいまちの景観
・街灯を増やす
・スポーツ施設の充実/スポーツが盛んなまち
・交通ルール等の学びの機会の増
・⾧寿のまち
・歩きタバコがない
・自転車環境の充実
・誰もが住みよいまち（バリアフリー）
・災害に強いまち
・さらに安全・安心なまち/治安のよいまち
・どの年代も住みたいと思えるまち

・治安は良くなっているか
・自転車のひったくりはどうなっているか
・高齢化はどこまで進んでいるか
・ごみのポイ捨ては減っているか
・南海トラフ沖地震は発生したか。

地
域
の
資
源
を
活
か
し
、

活
力
が
生
ま
れ
る
ま
ち

・地域の歴史や文化を活かして尼崎の魅力を発信し
てほしい
・共働き夫婦が子育てしつつ働きやすい仕組みがほ
しい
・尼崎に、あんかけちゃんぽん以外にも名物を作っ
てほしい

・農業がもっと盛んなまち
・歴史から学べるまち
・空き家を活用し、地域の集う場がつきないまち

・商店街が活気にあふれているまち
・農業の盛んなまち（高齢者が元気になり、医療費
の減につながる）

・祭りが盛んなまち
・活気のあるまち
・花であふれているまち
・人が集まるまち（インバウンドによる観光客の増
加）
・商売のまち

・名物がある（自慢できるまち）
・交通の利便性を活用/自転車専用道の充実
・おしゃれな公園/きれいな川
・商業施設の充実/商店街の活性化
・使いやすい図書館
・歴史文化を大切に/芸術があふれている
・屋内、屋外で遊べる環境が充実している
・WiFi環境の整備
・たくさんの公園がある
・空気がきれいなまち
・ごみの量が減ればよい
・多くの人が訪れるまち（観光のまち）

・住みたいまちランキングは何位になっているか
・尼崎の観光地はなにか
・尼崎の良いところは。（なぜ住み続けるのか）

次
の
世
代
に
、

よ
り
よ
い
明
日

を
つ
な
い
で
い
く
ま
ち

・景観・環境の保全をしてほしい
・工場の跡地を農地にしてほしい
・ホタルがいっぱい飛ぶようにしてほしい

・市の緑化施策だけでなく、個人が緑を増やす活動
をするまち

・環境の取組により、温暖化を食い止めるまち ・緑がたくさんある
・人口は増えているか（子どもは増えているか）
・人口密度はまだ県内1位か
・環境は良くなっているか

そ
の
他

・どうぶつと共生できるまち
・東洋のラスベガス（カジノを通じた地域の活性
化）

・AIの機能は発展しているか
・iPhoneはどこまで進化しているか



ネットアンケートを活用した「 市民・ 事業者」 の役割点検
【概要】

目 的：現総合計画の各施策ごとに記載している「市民・事業者」の役割について、

市民の取組状況や達成状況を確認するため

実施期間：令和2年1月14日から1月20日まで

調査対象：市民831人

調査方法：全76項目について「できている」「ややできている」「あまりできていない」「できていない」

「わからない」の５段階で評価

男性

415人
女性

416人

【性別】

（n＝831）

【子どもの有無】

（n＝831）

なし

407人

あり

424人

【回答者の年齢割合】

20-29歳
129人（15.5％）

30-39歳
185人（22.3％）

40-49歳
147人（17.7％）

50-59歳
159人（19.1％）

60歳以上
178人（21.4％）

19歳以下
33人（4％）

（n＝831）
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「 できている」 「 ややできている」 の割合が高い施策・ 項目

「できている」・「やや
できている」の割合

（％）

15 環境保全・創造 30.6

10 健康支援 27.6

11 消防・防災 27.6

7 高齢者支援 23.9

4 子ども・子育て支援 23.6

12 生活安全 22.8

16 住環境・都市機能 21.4

5 人権尊重・多文化共生 20.6

3 学校教育 18.8

13 地域経済の活性化・雇用就労支援 18

9 生活支援 16.8

2 生涯学習 15.9

14 魅力創造・発信 15.1

8 障害者支援 14.6

1 地域コミュニティ 14.1

6 地域福祉 13.3

施策 役割
「できている」「や
やできている」の
割合（％）

個人
完結

施策15 環境保全・創造
ごみの発生や排出の抑制に努めるとともに、再資源化やエネルギーの有効活用のため
に、分別の徹底に取り組んでいる。

50.8 個

施策７ 高齢者支援
いつまでも自分らしく生活し、いきいきと社会参加ができるよう、自分の健康を意識し、健
康づくりに取り組んでいる。

45.5 個

施策10 健康支援
食と衛生への関心を深め、健康づくりの基礎として、安心・安全で、規則正しい食習慣・生
活習慣を保っている。

37.5 個

施策10 健康支援
がん検診受診や、生活習慣病等予防のため、健診や保健指導を活用するなど、自ら主
体的に健康の維持、増進に努めている。

36.6 個

施策11 消防・防災
発災時等の早期対応のため、防火管理体制の強化や住宅用火災警報器・消火器の設置
などを行っている。

35.4 個

施策11 消防・防災
家庭や職場等での地震等への備えとして、家具転倒防止対策、食糧等の備蓄、非常用持
出袋の準備等を行っている。

34.8 個

施策12 生活安全
自転車のまちづくりを推進するため、自転車に関連する交通事故や犯罪の防止、適正な
駐輪など、安全、安心、快適利用に努めている。

34.7 個

施策４ 子ども・子育て支援
子どもが健やかに育つため、妊婦健診や乳幼児健診等を適切に受診し、必要な予防接
種を受けるよう努めている。

33.3 個

施策５ 人権尊重・多文化共生
男女が家庭や社会における役割を平等に果たし、家庭、地域、職場、学校などで、自分
らしく活動できている。

33 個

施策15 環境保全・創造
温暖化の防止や循環型社会について学ぶとともに、環境に配慮した物品の購入など、環
境に配慮した生活を心がけている。

29.4 個

施策２ 生涯学習
生涯を通じて、自ら学習に取り組むことで、自らの能力を向上させるとともに、生活の充
実を図っている。

29 個

施策４ 子ども・子育て支援
子どもを慈しみ、子どもと向き合い、子どもが心身ともに安らぐことができる家庭づくりに
努めている。

28.9 個

施策５ 人権尊重・多文化共生
日本人も外国人も、同じ地域社会を築く一員として、お互いの違いを認めあい、理解を深
めるよう努めている。

28.7 個

施策３ 学校教育
子どもとの丁寧なコミュニケーションを心がけ、家庭で基本的な生活習慣・食習慣を身に
付けられるようにしている。

28.6 個

施策11 消防・防災
救急車を呼ぶ前に、病気やけが等を予防するとともに、急病人、けが人への対応、救急
救命の知識と基礎技能を習得するため、救命講習等に参加している。

28.4 個

施策15 環境保全・創造 大気環境の保全や水環境の保全等、安全で快適な生活環境の保全に取り組んでいる。 27.3 個

施策12 生活安全
自転車をはじめとする交通ルールやマナーを遵守するとともに、学校、地域ぐるみの啓
発・学習活動に取り組んでいる。

25.7

施策15 環境保全・創造
身近な自然や生き物を大切にすることを意識し、自然観察や環境保全活動の参加等、生
物多様性の保全に取り組んでいる。

25.5 個

施策13
地域経済の活性化・雇
用就労支援

日常の買物や外食が産業と関係していることを知るなど、産業振興や地域経済活性化に
ついて当事者意識を持っている。

24.5 個

施策10 健康支援
医療保険制度の適切かつ継続的な運営に向けて、市民、市内事業者（企業や商店な
ど）、医療機関等は、制度理解と適正利用に努めている。

24.2

施策

※網掛けは、「できている」の割合が高い10項目
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4.1

3.2

2.8

4.2

6.9

2.5

3.4

5.5

3.5

12.4

9.7

7.9

12

22.1

7.8

5.8

12

10.1

24.4

28.4

23.2

24.5

31

25.5

24.9

22.5

23.3

54.3

54.3

62.7

55.1

36.2

60.2

62

55.2

55

4.8

4.3

3.4

4.1

3.7

4

4

4.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所づきあいを楽しみ、町会・自治会活動や地域行事に主体的に参加し、身近なコミュ

ニティにおける交流の輪を広げている。

地域の歴史や課題を学び、自らのシチズンシップを高めるとともに、より多くの人々の地

域への愛着をはぐくんでいる。

さまざまな市民活動・各種団体、行政等との連携を図り、身近な地域課題の解決等に取

り組んでいる。

自らがまちづくりの主体であることの自覚を持ち、自己の発言などに責任を持ち行動し

ている。

生涯を通じて、自ら学習に取り組むことで、自らの能力を向上させるとともに、生活の充

実を図っている。

まちづくりや社会貢献などのさまざまな活動に参加するなかで、習得した知識や技能を

地域活性化等に活かしている。

生涯を通じた学習活動の活性化に向けて、市民学習グループ間の交流・連携の活性化

などに努めている。

生涯を通じたスポーツ活動などに積極的に取り組み、健康増進と生きがいづくり、仲間

づくりを行っている。

市内の事業者（企業や商店など）は、学習やスポーツに関する情報・機会の提供などを

通じて、地域活動への参加や社会貢献に努めている。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

生

涯

学

習

【施策１】

・全体的にできていない割合が高い。

③・特にの「できていない」割合が62.7％と高い。

【施策２】

①・ の「できている」「ややできている」割合が合計29％と
高い。

②・ の「できていない」割合が60.2 ③％、の同割合が62％と
高い。

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤
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3.5

4

8.1

5.7

4.1

8.3

16.1

5.4

5.4

3.4

12.2

12

20.5

12.5

11.4

20.6

17.2

13.7

16.2

11.8

21.7

16.7

17.9

22.1

22.6

20.7

13.7

20.6

23.7

22.7

52.7

56.3

42.7

52.3

52.8

39.2

40.6

45.6

41.9

45.5

10

11

10.8

7.3

9

11.2

12.4

14.7

12.8

16.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの学習や成長に関心を持ち、職場体験や総合的な学習の時間など、さまざまな

体験学習に協力している。

ＰＴＡ活動や学校行事に積極的に参加し、地域と一体となって、子どもが健やかに育つ

環境を整えている。

子どもとの丁寧なコミュニケーションを心がけ、家庭で基本的な生活習慣・食習慣を身に

付けられるようにしている。

安全な地域環境で、子どもが安心して成長していけるよう、防犯や交通安全のための見

守り活動等を行っている。

子どもを対象とする行事や地域活動などをさまざまに展開し、子どもと積極的にかかわ

る地域づくりを進めている。

子どもを慈しみ、子どもと向きあい、子どもが心身ともに安らぐことができる家庭づくりに

努めている。

子どもが健やかに育つため、妊婦健診や乳幼児健診等を適切に受診し、必要な予防接

種を受けるよう努めている。

出産・育児の不安や困り事があれば、行政や地域の関係団体等に気軽に相談しなが

ら、子どもの育つ環境を整えている。

児童虐待についての知識を深めるとともに、地域で子どもが安心して暮らせる環境づくり

に努めている。

市内の事業者（企業や商店など）は、従業員が安心して出産・育児に臨めるよう配慮し、

また、子育てにかかわる地域の活動に協力している。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない

学

校

教

育

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑤

【施策３】

① ⑤・ ～について、「できている」「ややできている」の割
③合が高く、特にについては28.6％と高い。

【施策４】

① ② ④・ 、 、について、「できている」「ややできている」

の割合が高い。
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2.4

2.9

4.8

5.8

3.5

3

1.9

2.6

2.5

8.3

10.2

23.9

27.2

14.1

11.4

11.6

8.8

11.4

25.4

27.2

27.8

25

27

26

25.9

23.5

24.8

57.4

51.7

35.3

33.3

38.5

50.1

51.4

54.5

44.4

6.5

7.9

8.2

8.7

17

9.5

9.3

10.6

16.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人権問題や多文化共生を自らの課題と捉えて、人権にかかわる学習会や活動の機会

に、積極的に参加している。

性の多様性の尊重など今日的な課題も含めた人権問題を自分のことと捉えて、ともに

その課題解決に向けて取り組んでいる。

日本人も外国人も、同じ地域社会を築く一員として、お互いの違いを認めあい、理解を

深めるよう努めている。

男女が家庭や社会における役割を平等に果たし、家庭、地域、職場、学校などで、自分

らしく活動できている。

市内の事業者（企業や商店など）は、従業員の仕事と生活の調和を促進し、ハラスメン

トの防止研修を実施するなど、職場環境の向上に努めている。

地域活動に積極的に参加し、住民同士の顔の見える関係を築き、地域課題等の解決

に向けて話しあっている。

地域で活動するさまざまな団体や行政と連携を図りながら、身近な地域の生活・福祉課

題の解決に取り組んでいる。

身近な地域で困りごとを抱え、孤立している人に早めに気づき、専門機関等につなぐこ

とに努めている。

市内の事業者（企業や商店など）は、地域社会の一員として、地域の課題解決のため

に地域住民との協働に努めている。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない

人

権

尊

重

・

多

文

化

共

生

地

域

福

祉

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

【施策５】

③ ④・ 、の「できている」「ややできている」の割合が高

④く、特にの割合が33％と高い。

【施策６】

① ⑤・ ～の「できている」割合が平均して低い。
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いつまでも自分らしく生活し、いきいきと社会参加ができるよう、自分の健康を意識し、

健康づくりに取り組んでいる。

認知症がある人など、近隣からの日常的な見守り・支援が必要な人などの、地域生活

の安心を支えている。

これまでに培った経験・知恵・技術を活かすなど、高齢期になってからも地域・社会との

かかわりを積極的に持ち続けている。

市内の事業者（企業や商店など）は、高齢者に向けた情報や催し、また世代間交流や高

齢者の持つ技術が活かされるような機会を増やしている。

障害のある人とともにくらしやすい社会づくりについて、積極的に学び、理解を深めてい

る。

地域でのイベント等を通じて普段から障害のある人と交流し、理解を深めている。

障害のある人の生活のしづらさ等を理解し、地域生活や社会参加ができるように必要に

応じて支援している。

市内の事業者（企業や商店など）は、障害のある人の雇用に努め、働きやすい環境づく

りを行うなど、個々の適性に応じて能力を十分発揮できるよう取り組んでいる。

市内の事業者（企業や商店など）は、障害の特性やその人のニーズに応じた支援が受

けられるよう、環境づくりに努めている。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない

高

齢

者

支

援

障

害

者

支

援

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

【施策７】

・全体的に「できている」「ややできている」の割合が高い

①ものの、については同割合が45.5％と突出して高い。

【施策８】

・全体的に「できている」「ややできている」の割合が低い。
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生活に不安や心配があるときの相談先や相談方法などについて関心を持ち、困った場

合はすぐ相談できるようにしている。

生活に課題を抱える人が社会的に孤立しないよう地域のつながりを大事にし、地域にお

ける気づきに努めている。

生活に課題を抱える人の自立に向けて、自らが行政や専門機関とともに考えていくとい

う視点を持っている。

市内の事業者（企業や商店など）は、生活困窮者等の自立に向けた支援が必要な人へ

の就労体験等の取組に協力している。

がん検診受診や、生活習慣病等予防のため、健診や保健指導を活用するなど、自ら主

体的に健康の維持、増進に努めている。

健康課題が多様化するなか、地域において心と体の健康学習の機会を持ってともに学

ぶなど、地域で健康づくり活動を進めている。

市内の事業者（企業や商店など）や医療機関は、連携しあいながら、生活習慣病予防や

健康づくりをサポートする環境づくりに取り組んでいる。

食と衛生への関心を深め、健康づくりの基礎として、安心・安全で、規則正しい食習慣・

生活習慣を保っている。

医療保険制度の適切かつ継続的な運営に向けて、市民、市内事業者（企業や商店な

ど）、医療機関等は、制度理解と適正利用に努めている。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない

生

活

支

援

健

康

支

援

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

【施策９】

①・ の「できている」「ややできている」の割合が合計
23.3％と高い。

【施策10】

・全体的に「できている」「ややできている」の割合が高い。
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家庭や職場等での地震等への備えとして、家具転倒防止対策、食料等の備蓄、非常用

持出袋の準備等を行っている。

救急車を呼ぶ前に、病気やけが等を予防するとともに、急病人、けが人への対応、救急

救命の知識と基礎技能を習得するため、救命講習等に参加している。

発災時等の早期対応のため、防火管理体制の強化や住宅用火災警報器・消火器の設

置などを行っている。

地域の防災力向上のため、地域の防災訓練をはじめマンション、職場等での訓練に積極

的に参加している。

市内の事業者（企業や商店など）は、災害時に速やかに避難できるよう定期的な防災訓

練を行い、発災時には地域の災害対応に協力している。

日常生活のなかで防犯について意識し、ウォーキングを兼ねた見回り活動など安心して

暮らすことができるまちづくりに努めている。

自転車のまちづくりを推進するため、自転車に関連する交通事故や犯罪の防止、適正な

駐輪など、安全、安心、快適利用に努めている。

自転車をはじめとする交通ルールやマナーを遵守するとともに、学校、地域ぐるみの啓

発・学習活動に取り組んでいる。

消費者被害にあわないよう商品や商取引等への関心と知識を持ち、身近な消費生活弱

者の見守りに協力している。

悪質な訪問販売や振り込め詐欺、架空請求等の特殊詐欺による被害を防ぐため、地域

や各種団体で高齢者等に対する情報の共有や見守りを行っている。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない

消
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災

生

活
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①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑤

【施策11】

① ④・ ～の「できている」「ややできている」の割合が高
い。

【施策12】

② ③・ 、の「できている」「ややできている」の割合が高い。
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日常の買物や外食が産業と関係していることを知るなど、産業振興や地域経済活性化に

ついて当事者意識を持っている。

市内の事業者（企業や商店など）は、自然環境・近隣環境に配慮しつつ、事業分野や規

模を活かした、持続可能な事業活動を行っている。

市内の事業者（企業や商店など）は、地域社会を構成する一員として、地域経済や地域

づくりに関心を持ち、事業活動や地域活動に取り組んでいる。

市内の事業者（企業や商店など）は、施設・設備投資や低未利用地等の所有資産活用等

を行うことで、市内での雇用機会の拡大に努めている。

市内の事業者（企業や商店など）は、健康で働きやすい職場環境づくり、従業員への自

己啓発とキャリアアップ等への支援に取り組んでいる。

さまざまな芸術体験と芸術活動を通じて文化の大切さを理解し、文化の力を活かしたまち

づくりを意識している。

地域の歴史や文化などに関心を持ち、身近なまちの魅力について、自らがプロモーション

役として市内外に発信している。

未来の担い手である子どもにまちに愛着を持ってもらうため、地域の豊かな歴史などを伝

えている。

まち全体のさらなる賑わいの拡大をめざし、尼崎城等の新たな魅力の活用や訪日外国

人との交流等に努めている。

市内の事業者（企業や商店など）は、尼崎の魅力が感じられる商品の開発やサービス等

を提供し、積極的に情報発信に努めている。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない

地
域
経
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③

④

⑤

⑤

【施策13】
①・ の「できている」「ややできている」の割合が24.5％と高い。
② ④・ ～は事業者の役割であり、「わからない」の割合が高い。

【施策14】

① ⑤・ ～の「できている」「ややできている」の割合が全体的
に高い（偏りがあまりみられない）。
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温暖化の防止や循環型社会について学ぶとともに、環境に配慮した物品の購入など、環

境に配慮した生活を心がけている。

省資源・省エネルギーや自然エネルギーの利用、壁面緑化や屋上緑化等、低炭素型ま

ちづくりに向けた取組を進めている。

ごみの発生や排出の抑制に努めるとともに、再資源化やエネルギーの有効活用のため

に、分別の徹底に取り組んでいる。

大気環境の保全や水環境の保全等、安全で快適な生活環境の保全に取り組みんでい

る。

身近な自然や生き物を大切にすることを意識し、自然観察や環境保全活動の参加等、生

物多様性の保全に取り組んでいる。

都市景観に関心を持つとともに、景観や近隣との調和に配慮したまちなみの形成に努め

ている。

地区計画やまちづくりのルール等を自ら定め共有することで、良好な住環境を保全・形成

し、災害に強いまちづくりに努めている。

道路や側溝の簡易な清掃や緑化等の身近な住環境の維持向上のため、地域で協力し、

さらに取組を進めている。

さまざまな年代・立場の人に適した住環境の形成を図るため、市内の事業者（企業や商

店など）は、良質な住宅の供給や住まいに関する情報の共有に努めている。

まちに関する各種制度の活用や条例・規則を知り遵守することにより、住環境の質の向

上を図っている。

できている ややできている あまりできていない できていない わからない
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【施策15】
・すべての項目について「できている」「ややできている」

③の割合が高く、特にについては同割合が50.8％と半数を超
えている。

【施策16】

・すべての項目について「できている」「ややできている」の

割合が高い。
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【概要】
目 的：職員が、総合計画がどのようなものか知っているか、また業務をする上で総合計画を意識しているか

確認するため。
実施期間：令和元年8月26日から8月30日
調査課数：57課
調査人数：100名
業務区分：内部管理、窓口、事業（実態と異なる可能性あり）

庁内キャラバン 総合計画の認知調査

１．【総合計画の認知度】

２．【業務分類別認知度】

認知あり
78%

認知なし
22%認知あり

39%
認知なし

61%認知あり
97%

認知なし 3%

75名／100名

① 内部管理（32名） ② 窓口（23名） ③ 事業（45名）

76%

17%

11%

9%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①

②

③

④

⑤

総合計画に関する課題など

①分量・読みやすさに課題

総合計画を知っている職員（75名）のう
ち、業務を行う上で総合計画を活用（意
識）している職員（54人）に課題等を聞
いたところ「分量・読みやすさに課題」
という回答が76%となっていた。

②施策体系・展開数などに課題
③今の形でよい
④日常業務に結びつかない
⑤指標に課題
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75人
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31人
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75人


